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ドイツ語学研修 ８月７日（金）～３０日（日）於：フライブルク大学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

英語研修 ８月２３日（日）～９月２６日（土）於：クイーンズランド大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語学研修特集（ドイツ・オーストラリア） 

本
学
か
ら
７
名
の
学
生
が
参
加
し
、
本
場
ド
イ
ツ
で
語

研
修
が
行
わ
れ
た
。
研
修
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら

ず
、
歴
史
や
都
市
構
造
な
ど
も
学
べ
、
ド
イ
ツ
に
つ
い

て
様
々
な
理
解
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
貴
重

な
体
験
談
の
一
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

今
年
度
の
英
語
研

修
も
昨
年
同
様
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
大
学
に
て
実
施

さ
れ
た
。
参
加
し

た
４
名
の
学
生
達

は
、
５
週
間
と
い

う
期
間
中
、
語
学

の
習
得
や
現
地
の

人
々
と
の
交
流
を

活
発
に
行
い
、
成

果
を
挙
げ
て
帰
国

し
た
。
以
下
、
彼

ら
の
報
告
書
の
一

部
を
掲
載
す
る
。 

 

大
石
さ
ん
・
１
年 

こ
の
研
修
で
、
両

国
の
文
化
や
考
え

方
の
違
い
を
学

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
い
点
、
悪
い
点

を
異
な
る
角
度
か

ら
見
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

髙
島
さ
ん
・
１
年 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
出
会
い
に
よ

り
、
サ
ウ
ジ
の
文

化
に
も
興
味
を
持

っ
た
。
研
修
で
は
、

世
界
の
文
化
の
違

い
を
痛
感
し
た
。 

 

玉
井
さ
ん
・
１
年 

意
思
疎
通
が
上
手

く
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た

が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、
互
い
の

思
い
や
他
国
の
文

化
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

平
岡
さ
ん
・
３
年 

こ
れ
ま
で
英
語
に

抵
抗
感
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
わ
だ
か
ま
り

を
取
り
除
け
た
。

ま
た
、
外
国
の

人
々
と
の
交
流
を

通
じ
、
日
本
を
客

観
視
す
る
こ
と
が

で
き
た
他
、
多
様

な
価
値
観
を
身
に

つ
け
ら
れ
た
。 

松
岡
さ
ん
・
３
年 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の

中
心
街
の
道
路
は

全
て
石
畳
で
舗
装

さ
れ
、
建
物
の
壁

や
屋
根
な
ど
は
全

て
赤
で
統
一
さ
れ

て
い
て
、
緻
密
な

計
画
性
に
基
づ
い

た
街
並
み
の
調
和

性
に
感
動
し
た
。 

岡
本
さ
ん
・
１
年 

ド
イ
ツ
語
学
習
で

は
、
五
感
を
使
っ
て

覚
え
、
実
践
で
話
す

こ
と
の
重
要
さ
を

感
じ
た
。
ま
た
、
研

修
中
、
一
期
一
会
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

会
っ
た
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
、
と
も
て

嬉
し
か
っ
た
。 

木
村
さ
ん
・
１
年 

一
番
好
き
な
と
こ

ろ
は
、
シ
ュ
バ
ル

ツ
バ
ル
ト
に
囲
ま

れ
た
伝
統
的
な
村

だ
っ
た
。
そ
こ
で

は
家
畜
を
飼
い
、

ハ
ム
等
に
加
工
し

て
お
り
、
自
給
自

足
の
生
活
を
学
べ

て
よ
か
っ
た
。 

松
原
さ
ん
・
１
年 

現
地
で
は
、
初
め

て
会
う
人
に
対
し

て
も
積
極
的
に
話

し
か
け
て
く
れ
、

私
と
し
て
は
と
て

も
助
か
っ
た
。
日

本
の
文
化
に
も
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ

て
い
く
べ
き
こ
と

だ
と
感
じ
た
。 

野
中
さ
ん
・
１
年 

ス
ー
パ
ー
等
で
お

店
の
人
と
挨
拶
し

て
い
て
、
短
い
や

り
と
り
だ
っ
た
が

双
方
向
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
た
気
が
し
て

嬉
し
く
思
っ
た
。

い
い
経
験
が
た
く

さ
ん
で
き
た
。 

桐
生
さ
ん
・
１
年 

今
回
の
研
修
で
将

来
の
夢
に
対
す
る

思

い

も

変

わ

っ

た
。
今
後
更
に
外

国

の

事

を

勉

強

し
、
世
界
中
の
人

と
多
く
の
日
本
人

が
繋
が
れ
る
よ
う

な
未
来
に
し
た
い

と
思
っ
た
。 



 

中国語研修 ８月２６日（水）～９月１９日（土）於：ハルビン工程大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国交流研修 ９月１日（火）～８日（火）於：慶尚大学校工科大学 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語学・交流研修特集（中国・韓国） 

 

 

 

 

 

                     

                                                     

                                           

 

 

今
年
度
の
研
修
は

四
年
ぶ
り
に
中
国
に

て
実
施
さ
れ
た
。
期
間

中
、
抗
日
戦
勝
七
十
周

年
式
典
が
あ
り
、
多
少

緊
張
モ
ー
ド
で
は
あ

っ
た
が
、
研
修
に
関
し

て
は
全
く
影
響
が
な

か
っ
た
。
学
生
達
は
、

学
習
面
、
交
流
面
共
に

日
々
充
実
し
た
生
活

を
送
り
、
語
学
力
に
加

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
高
め
た

研
修
に
も
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、

様
々
な
国
の
友
達
が

で
き
た
こ
と
も
あ
り
、

英
語
力
の
重
要
さ
を

再
認
識
し
て
い
た
。
当

初
は
、
３
週
間
の
研
修

に
不
安
を
抱
く
学
生

も
い
た
が
、
帰
国
を
前

に
し
、
自
信
に
満
ち
た

表
情
に
変
わ
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

本
研
修
の
充
実
さ
を

物
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

毎
年
、
相
互
に
交
流
を
深
め
て
い
る
慶

尚
大
学
校
工
科
大
学
と
の
短
期
交
流
研
修

が
、
今
年
は
本
学
か
ら
訪
問
す
る
形
で
実

施
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
、
許
斐
セ
ン
タ

ー
長
を
団
長
に
、
学
生
８
名
、
職
員
１
名

の
計
１
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。 

８
日
間
と
い
う
短
期
間
で
の
研
修
で
は

あ
っ
た
が
、
現
地
で
は
、
大
学
の
研
究
室

の
見
学
や
韓
国
語
講
座
の
受
講
、
晋
州
市

内
の
視
察
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生

達
は
体
験
を
通
じ
、
韓
国
に
つ
い
て
理
解 

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
本
研
修
期
間
中
は
、
慶
尚
大
学

校
の
学
生
が
通
訳
を
兼
ね
な
が
ら
常
時
同

行
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
同
士
、

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

こ
う
し
て
、
本
研
修
が
無
事
に
終
了
で

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

ク
ォ
ン 

ス
ン
ギ
学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

教
職
員
の
方
々
の
厚
き
ご
尽
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
い
た
す
次
第
で
あ
る
。 

来
年
は
、
本
学
に
て
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
る
。 

小森さん（４年） 

 中国に行って多くの人

と出会い、多くの経験を

することができた。自分

の目で見て、感じること

はとても大切だと思っ

た。自分の思いを伝える

ためにも語学は大切だと

改めて実感した。 

大場さん（１年） 

この研修で多くの人と

コミュニケーションをと

り、一緒に勉強して中国

語の面白さを知り、加え

て英語の必要性を感じ

た。また、自分に足りな

いものを見つけることが

できた研修になった。 

安田さん（１年） 

 短期間ではあったが、

中国語学習のモチベーシ

ョンが高まり、たくさん

のことを吸収することが

できた。実際に行ったこ

とで、その場の雰囲気や

生活環境を味わうことが

でき、収穫があった。 

久保沢さん（１年） 

今回の研修に参加し、

簡単なあいさつや自己紹

介、日常会話などを少し

話せるようになった。勉

強した言葉が通じた時

は、とても嬉しく感じた。

また、ハルビンを訪れた

いと思う。 

 



 

「流しそうめん」８月６日（木）１６：３０～ 於：ラウンジ中庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行所：北見工業大学国際交流センター 

住  所：北見市公園町１６５ 

電  話 : (0157) 26-9370 

F A X  : (0157) 26-9373 

E-mail：kenkyu05@desk.kitami-it.ac.jp 

インターナショナル Ｃアワー 

今後の予定（10-11 月） 

10月  1 日（木）後期授業開始 

                チューターガイダンス 於：A208 

2 日（金）秋入学者対象オリエンテーション 於 A208 

29日（木）留学生歓迎会兼インターナショナルＣアワー 於：アトリウム 

11月 24 日（火）インターナショナルＣアワー 16:30～ 於：ミーティングルーム２ 

27日（金）短期留学生工場見学会 

夏の風物詩である「流しそうめん」が今年もＣアワ

ーにて行われた。当日は、あいにくの空模様で、小雨

の中でのスタートとなったが、本学の留学生や日本人

学生、ポーランドからのインターンシップ生や市民の

方々など総勢 96名が参加し、流しそうめんを楽しんだ。 

この日のために OFICの学生達が前日からセッティン

グとリハーサルを行い、万全な体制で実施された。早

速、そうめんが竹筒から流れてくると、皆が我が先に

とそうめんをすくっていた。しかし、参加者の中には、

箸を上手く使えず、がっかりしていた人もいたり、落

胆と歓喜の声が入り混じっていた。また、そうめんに

紛れて、さくらんぼやゼリーなどの変わり種が流れる

と、特に子供たちの間から楽しい声が聞こえてきた。 

その後、恒例のスイカ割りへと移り、留学生や子供

たちが代表として挑んでいた。最初に５回その場で回

ってからのスタートであったため、中にはまっすぐ歩

けず、周囲の人たちから笑いを誘っていた人もいた。

しかし、その後は立ち上がり、スイカをめがけて一振

り。見事に割れたスイカは、切り分けられて、参加者

全員に配られた。今年初めてスイカを食べたという参

加者も多く、おいしそうに頬張っていた。 

こうして、あっという間の時間もすぎ、今年の流し

そうめんはお開きとなった。来年は何が流れてくるか、

乞うご期待！ 

 

 


